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１ ． 開 催 日 時 平 成 ２ ６ 年 １ ２ 月 ５ 日 （ 金 ） 午 前 ９ 時 ０ ０ 分

２ ． 開 催 場 所 仙 北 市 役 所 西 木 庁 舎 総 合 開 発 セ ン タ ー 集 会 室

３ ． 出 席 委 員 (２ ４ 人 )

１ 番 藤 村 紀 章 ２ 番 佐 藤 和

３ 番 野 中 秀 人 ４ 番 佐 藤 二 郎

５ 番 糸 井 淳 ６ 番 倉 橋 重 樹

７ 番 新 山 昌 樹 ９ 番 鈴 木 八 寿 男

１ ０ 番 藤 川 栄 １ １ 番 黒 澤 龍 巳

１ ２ 番 青 柳 良 成 １ ３ 番 真 崎 純 孝

１ ４ 番 高 橋 政 敏 １ ５ 番 門 脇 博 美

１ ６ 番 山 手 善 美 １ ７ 番 石 郷 岡 勇 一

１ ８ 番 千 葉 惣 永 １ ９ 番 佐 藤 善 栄

２ ０ 番 藤 原 由 悦 ２ ２ 番 山 本 實

２ ３ 番 佐 藤 孝 典 ２ ４ 番 藤 村 隆 清

２ ５ 番 辻 均 ２ ６ 番 沢 山 純 一

４ ． 欠 席 委 員 (３ 人 )

８ 番 大 山 久 雄 ２ １ 番 田 村 博 美

２ ７ 番 羽 川 正 幸

５ ． 議 事 日 程

第 １ 開 会 宣 言

第 ２ 会 長 挨 拶

第 ３ 議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名

第 ４ 会 務 諸 報 告



第 ５ そ の 他

１ ． 報 告

（ １ ） 建 議 書 の 提 出 に つ い て

平 成 ２ ７ 年 度 仙 北 市 農 業 施 策 に つ い て

（ ２ ） 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 （ 相 続 等 ） に よ る 届 出 に つ い て

（ ３ ） 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 回 答 書 に つ い て

（ ４ ） 農 地 改 良 完 了 報 告 書 に つ い て

２ ． 議 事

（ １ ） 議 案 第 ４ ７ 号

農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て

（ ２ ） 議 案 第 ４ ８ 号

農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て

（ ３ ） 議 案 第 ４ ９ 号

農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ き 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に

つ い て

（ ４ ） 議 案 第 ５ ０ 号

現 況 非 農 地 証 明 願 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て

（ ５ ） そ の 他

第 ６ 閉 会

６ ． 事 務 局 職 員

事 務 局 長 藤 村 一 栄 参 事 伊 藤 一 彦

補 佐 門 脇 益 美 主 事 髙 橋 直 人

７ ． 書 記

補 佐 門 脇 益 美

８ ． 議 事 録 署 名 員

１ ５ 番 門 脇 博 美 １ ６ 番 山 手 善 美

９ ． 会 議 の 概 要

議 長 代 理 た だ 今 か ら 平 成 ２ ６ 年 第 １ ６ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 開 会 い た し ま

す 。

議 長 代 理 改 め て お は よ う ご ざ い ま す 。 24番 藤 村 が 会 長 の か わ り に 最 後 の 総 会 の 議

長 を 代 理 と し て 務 め さ せ て い た だ き ま す 。

議 長 代 理 そ れ で は 、 本 日 の 総 会 へ の 出 席 委 員 は ２ ４ 名 。 欠 席 委 員 は ３ 名 で す 。 よ

っ て 、 本 総 会 は 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。

議 長 代 理 次 に 、 議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名 を こ ち ら か ら し て よ ろ し い で

し ょ う か 。

『 異 議 な し 』 の 声

議 長 代 理 そ れ で は 議 事 録 署 名 員 に １ ５ 番 門 脇 委 員 、 １ ６ 番 山 手 委 員 両 名 を 指 名 し

ま す 。 会 議 書 記 に は 門 脇 補 佐 を 指 名 し ま す 。

議 長 代 理 本 日 の 会 議 の 日 程 に つ き ま し て は 、 お 手 元 に 配 布 し て い る 議 事 日 程 に 従

い 進 行 い た し ま す 。 ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 な し 』 の 声

議 長 代 理 異 議 な し と 認 め ま す 。 そ れ で は 日 程 ４ 、 会 務 諸 報 告 を お 願 い し ま す 。

藤 村 局 長 《 会 務 諸 報 告 の 朗 読 及 び 説 明 （ ９ 時 ０ ７ 分 ）》

議 長 代 理 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 は 議 事 終 了 後 に お 受 け

し た い と 思 っ て お り ま す 。 そ れ で は 日 程 ５ 、 報 告 に 入 り た い と 思 い ま す 。



事 務 局 よ り お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 報 告 １ 。 １ ２ 月 ２ 日 に 建 議 書 を 市 長 へ 提 出 し ま し た 。 そ れ に 対 す る 回 答

が 届 い て お り ま す の で ご 報 告 し ま す 。 市 へ の 要 請 事 項 と い う こ と で 市 よ

り 回 答 を 得 て お り ま す 。 全 部 で ７ つ あ り ま す 。 1． 次 年 度 の 営 農 に 向 け た

対 策 に つ い て 、 2． 優 良 農 地 の 確 保 ・ 有 効 利 用 対 策 、 3． 担 い 手 の 確 保 ・

、 ． （ ）、 、 ．育 成 対 策 4 地 産 地 消 対 策 需 給 体 制 の 整 備 5.畜 産 農 家 振 興 対 策 6

県 単 独 事 業 （ 未 来 に ア タ ッ ク 農 業 夢 プ ラ ン 応 援 事 業 、 7． 農 業 政 策 推 進）

に 係 る 組 織 の 機 能 拡 充 。 こ の 時 期 は 農 政 の 大 転 換 と い う こ と で 農 業 委 員

の 皆 さ ま か ら 承 諾 を 得 ま し て 権 利 書 を 出 し ま し た 。 こ の こ と に つ き ま し

て は ６ 月 発 行 の 農 業 委 員 会 だ よ り （ 案 ） で 載 せ て お り ま す の で こ れ も 併

せ て ご ら ん く だ さ い 。 続 き ま し て 報 告 ２ 。 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規

定 に よ る 届 出 に つ い て で す 。 １ １ 月 ７ 日 か ら １ ２ 月 ４ 日 ま で ４ 件 の 届 出

が あ り 、 受 理 し た 旨 の 通 知 を し た の で ご 報 告 し ま す 。 詳 細 は 資 料 に 記 載

の と お り で ご ざ い ま す 。 続 き ま し て 報 告 ３ 。 １ つ 目 が 農 地 の 転 用 事 実 に

関 す る 回 答 書 に つ い て で す 。 秋 田 地 方 法 務 局 大 曲 支 局 か ら 出 て お り ま す 。

申 請 人 は 東 京 都 在 住 の ○ ○ さ ん 。 土 地 の 所 在 は 田 沢 湖 神 代 地 区 の １ 筆 。

地 目 が 田 。 面 積 が １ ７ １ ㎡ で す 。 変 更 後 の 地 目 は 公 衆 用 道 路 。 地 目 変 更

の 日 付 は 不 詳 。 現 地 確 認 の 結 果 、 復 元 は 難 し い だ ろ う と い う こ と で 回 答

を 大 曲 法 務 局 へ 報 告 致 し ま し た 。 ２ つ 目 は 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 回 答

書 に つ い て で す 。 秋 田 地 方 法 務 局 大 曲 支 局 か ら 出 て お り ま す 。 申 請 人 は

角 館 町 広 久 内 地 区 の ○ ○ さ ん 。 土 地 の 所 在 は 角 館 町 広 久 内 地 区 の １ 筆 。

地 目 が 畑 。 面 積 が １ ６ ０ ㎡ で す 。 変 更 後 の 地 目 は 山 林 。 地 目 変 更 の 日 付

は 不 詳 。 現 地 確 認 の 結 果 、 復 元 は 難 し い だ ろ う と い う こ と で 回 答 を 大 曲

法 務 局 へ 報 告 致 し ま し た 。 続 い て 報 告 ４ 。 農 地 改 良 完 了 報 告 書 で す 。 届

出 人 は 西 木 町 小 山 田 地 区 の ○ ○ さ ん で 農 地 の 所 在 は 西 木 町 小 山 田 地 区 の

１ 筆 で す 。 地 目 が 登 記 簿 現 況 共 に 畑 。 面 積 が ２ ８ ２ ㎡ 。 計 画 と し て は １

０ ０ ㎝ 盛 土 し 、 一 般 野 菜 を 作 付 す る と い う こ と で す 。 H2 6年 8月 2 6日 よ り

施 工 し 平 成 26年 1 1月 2 0日 に 工 事 完 了 し た と 報 告 が あ り ま し た の で 地 区 農

業 委 員 と 現 地 確 認 し て い た だ い て お り ま す 。 以 上 で す 。

議 長 報 告 が 終 わ り ま し た 。 そ れ で は 議 事 に 入 り ま す 。 議 案 第 ４ ７ 号 、 農 地 法

第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て を 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま

す 。

門 脇 補 佐 議 案 第 ４ ７ 号 。 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て 。 農 地 法 第

３ 条 の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で 審 議 の う え 許 可

の 可 否 を 求 め る 。 平 成 ２ ６ 年 １ ２ 月 ５ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、

羽 川 正 幸 。

門 脇 補 佐 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 西 明 寺 地

区 の 計 ３ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ３ ， １ ７ ２ ㎡ 。 ３ 条 有 償 移 転 の

案 件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 大 仙 市 在 住 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は 西 木 町 小

山 田 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 譲 渡 人 が 経 営 規 模 縮 小 で 譲 受 人 は 規 模

拡 大 し た い と い う こ と で 今 回 の 申 請 に 至 っ た と の こ と で す 。 受 入 世 帯 の

稼 働 人 員 は ３ 人 中 ３ 人 が 農 作 業 従 事 。 備 考 と い た し ま し て 、 売 買 単 価 が

１ ０ ａ 当 た り ○ ○ 円 の 総 額 ○ ○ 円 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番

号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 上 荒 井 地 区 の 計 ４ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。

面 積 が ４ ， １ ４ ２ ㎡ 。 ３ 条 有 償 移 転 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 西 木

町 門 屋 地 区 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は 西 木 町 西 明 寺 地 区 さ ん 。 申 請 事 由 は 譲

渡 人 が 農 業 廃 止 で 譲 受 人 は 経 営 規 模 拡 大 で す 。 備 考 と い た し ま し て 、 売

買 単 価 が １ ０ ａ 当 た り ○ ○ 円 の 総 額 ○ ○ 円 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し



て 整 理 番 号 ３ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 梅 沢 地 区 の １ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に

田 。 面 積 が １ ， ０ ２ ５ ㎡ 。 ３ 条 無 償 移 転 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は

田 沢 湖 梅 沢 地 区 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は 同 じ く 田 沢 湖 梅 沢 地 区 の ○ ○ さ ん 。

申 請 事 由 は 、 譲 渡 人 は 農 業 の 廃 止 で 譲 受 人 は 経 営 規 模 拡 大 で す 。 受 入 世

帯 の 稼 働 人 員 は ３ 人 中 １ 人 が 農 作 業 従 事 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て

整 理 番 号 ４ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 上 桧 木 内 地 区 の １ 筆 。 登 記 簿 現 況 共

に 畑 。 面 積 が １ ， ４ ４ １ ㎡ 。 ３ 条 無 償 移 転 、 分 家 へ 贈 与 す る 案 件 で ご ざ

い ま す 。 譲 渡 人 は 西 木 町 上 桧 木 内 地 区 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は 同 じ く 西 木

町 上 桧 木 内 地 区 の ○ ○ さ ん 。 世 帯 の 稼 働 人 員 は ５ 人 中 ３ 人 が 農 作 業 従 事

と な っ て お り ま す 。 続 い て 整 理 番 号 ５ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 雲 然 地 区

の ６ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が 計 ３ ， ２ ４ ３ ㎡ 。 ３ 条 無 償 移 転 の 案

件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 角 館 町 雲 然 地 区 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は 同 じ く

角 館 町 雲 然 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 、 譲 渡 人 は 高 齢 に よ る 経 営 規 模

縮 小 で 譲 受 人 は 経 営 規 模 拡 大 で す 。 受 入 世 帯 の 稼 働 人 員 は ４ 人 中 ３ 人 が

農 作 業 従 事 と な っ て お り ま す 。 整 理 番 号 ６ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 上 荒

井 地 区 の １ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が １ ３ ９ ㎡ 。 ３ 条 無 償 移 転 の 案

件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 西 木 町 西 明 寺 地 区 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は 同 じ

く 西 木 町 西 明 寺 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 、 譲 渡 人 は 相 手 方 の 要 望 に

よ る も の で 譲 受 人 は 経 営 規 模 拡 大 で す 。 受 入 世 帯 の 稼 働 人 員 は ３ 人 中 ２

人 が 農 作 業 従 事 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ７ 番 。 農 地 の 所

在 が 田 沢 湖 生 保 内 地 区 の 計 ８ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が 計 ５ ， ７ ６

０ ㎡ 。 ３ 条 賃 貸 借 新 規 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 は 公 益 社 団 法 人 秋 田

県 農 業 公 社 。 借 受 人 は 田 沢 湖 生 保 内 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 、 公 社

の 分 割 型 を ご 活 用 し 、 期 間 １ ０ 年 間 で 返 済 し て い く も の で あ り ま す 。 返

済 額 は 総 額 ○ ○ 円 。 受 入 世 帯 の 稼 働 人 員 は ６ 人 中 ２ 人 が 農 作 業 従 事 。 続

き ま し て 整 理 番 号 ８ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 地 区 の 田 １ ３ 筆 、 畑

７ 筆 の 計 ２ ０ 筆 。 面 積 が 計 １ ８ ， ０ ７ ６ ㎡ 。 ３ 条 賃 貸 借 新 規 の 案 件 で ご

ざ い ま す 。 貸 付 人 は 公 益 社 団 法 人 秋 田 県 農 業 公 社 。 借 受 人 は 田 沢 湖 生 保

内 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 公 社 の 分 割 型 を ご 活 用 し 、 期 間 ８ 年 間 で

返 済 し て い く も の で あ り ま す 。 返 済 総 額 は ○ ○ 円 。 受 入 世 帯 の 稼 働 人 員

は ４ 人 中 ３ 人 が 農 作 業 従 事 。 続 い て 整 理 番 号 ９ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖

梅 沢 地 区 の 計 ４ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が 計 ３ ， ３ ６ ０ ㎡ 。 ３ 条 賃

貸 借 新 規 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 は 田 沢 湖 梅 沢 地 区 の ○ ○ さ ん 。 借

受 人 は 同 じ く 田 沢 湖 梅 沢 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 貸 付 人 は 相 手 方 の

要 望 に よ る も の で 借 受 人 は 経 営 規 模 の 拡 大 で ご ざ い ま す 。 1反 歩 ○ ○ 円 、

年 額 ○ ○ 円 で 期 間 が ５ 年 で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 １ ０ 番 。 農 地 の 所 在

が 角 館 町 山 谷 川 崎 地 区 の １ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が １ ， １ ４ ５ ㎡ 。

３ 条 使 用 貸 借 新 規 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 は 角 館 町 山 谷 川 崎 地 区 の

○ ○ さ ん 。 借 受 人 は 同 じ く 角 館 町 山 谷 川 崎 地 区 の ○ ○ さ ん 。 双 方 山 谷 川

崎 地 区 在 住 の 親 子 で ご ざ い ま す 。 申 請 事 由 は 経 営 移 譲 年 金 受 給 の た め と

な っ て お り ま す 。 世 帯 の 稼 働 人 員 は ３ 人 中 ３ 人 が 農 作 業 従 事 。 備 考 と い

た し ま し て 、 期 間 が 許 可 日 よ り １ ０ 年 間 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て

整 理 番 号 １ １ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 八 割 地 区 の 田 １ ２ 筆 、 畑 １ 筆 の 計

１ ３ 筆 。 面 積 が ３ ９ ， ４ ９ ３ ㎡ 。 ３ 条 使 用 貸 借 新 規 の 案 件 で ご ざ い ま す 。

貸 付 人 は 角 館 町 八 割 地 区 の ○ ○ さ ん 。 借 受 人 は 同 じ く 角 館 町 八 割 地 区 の

○ ○ さ ん 。 双 方 角 館 八 割 地 区 在 住 の 親 子 で ご ざ い ま す 。 申 請 事 由 は 経 営

移 譲 年 金 受 給 の た め と な っ て お り ま す 。 世 帯 の 稼 働 人 員 は ４ 人 中 ３ 人 が

農 作 業 従 事 。 備 考 と い た し ま し て 、 期 間 が 許 可 日 よ り １ ０ 年 間 と な っ て



お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 １ ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 西 明 寺 と 西

木 町 門 屋 地 区 の 田 ２ ３ 筆 、 畑 ３ 筆 の 計 ２ ６ 筆 。 面 積 が 計 ２ １ ， ０ ４ ２ ㎡ 。

３ 条 使 用 貸 借 新 規 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 は 西 木 町 門 屋 地 区 の ○ ○

さ ん 。 借 受 人 は 田 沢 湖 生 保 内 在 住 の ○ ○ さ ん 。 貸 付 人 と 借 受 人 は 親 子 で

ご ざ い ま す 。 申 請 事 由 は 経 営 移 譲 年 金 受 給 の た め と な っ て お り ま す 。 世

帯 の 稼 働 人 員 は １ 人 中 １ 人 が 農 作 業 従 事 。 備 考 と い た し ま し て 、 期 間 が

許 可 日 よ り １ ０ 年 間 と な っ て お り ま す 。 以 上 で す 。

。 。 、議 長 代 理 説 明 が 終 わ り ま し た 現 地 確 認 報 告 に 入 り ま す 整 理 番 号 １ 番 に つ い て

沢 山 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

26番 沢 山 《 整 理 番 号 １ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 代 理 次 に 、 整 理 番 号 ２ 番 、 ６ 番 、 １ ２ 番 に つ い て 、 ７ 番 新 山 委 員 よ り お 願 い

し ま す 。

７ 番 新 山 《 整 理 番 号 ２ 番 、 ６ 番 、 １ ２ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報

告 》

議 長 代 理 整 理 番 号 ３ 番 、 ９ 番 に つ い て は 、 担 当 の 大 山 委 員 が 欠 席 で す の で 、 事 前

に 提 出 さ れ た ３ 条 調 書 を 参 考 に 審 議 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。

議 長 代 理 次 に 、 整 理 番 号 ４ 番 に つ い て 、 ３ 番 野 中 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

３ 番 野 中 《 整 理 番 号 ４ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 代 理 次 に 、 整 理 番 号 ５ 番 に つ い て 、 １ １ 番 黒 沢 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

11番 黒 沢 《 整 理 番 号 ５ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 代 理 次 に 、 整 理 番 号 ７ 番 、 ８ 番 に つ い て 、 ６ 番 倉 橋 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

６ 番 倉 橋 《 整 理 番 号 ７ 番 、 ８ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 代 理 次 に 、 整 理 番 号 １ ０ 番 に つ い て 、 ２ ２ 番 山 本 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

22番 山 本 《 整 理 番 号 １ ０ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 代 理 次 に 、 整 理 番 号 １ １ 番 に つ い て 、 ２ ５ 番 辻 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

25番 辻 《 整 理 番 号 １ １ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 代 理 現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 代 理 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ４ ７ 号 に つ い て は 、 許 可 す る こ と に ご 異 議 ご

ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 代 理 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ４ ７ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に

決 定 し ま す 。 （ ９ 時 ３ ５ 分 ）

議 長 代 理 次 に 、 議 案 第 ４ ８ 号 、 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い

て を 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 議 案 第 ４ ８ 号 。 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て 。 農

地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で 審

議 を 求 め る 。 平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 ７ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 。 羽 川

正 幸 。

伊 藤 参 事 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 地

区 の 計 ４ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ３ ， ８ ９ ０ ㎡ 。 権 利 は 所 有 権 移

転 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 田 沢 湖 生 保 内 地 区 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は 仙 北

市 で す 。 永 年 転 用 で 転 用 目 的 は 産 業 の 振 興 及 び 雇 用 機 会 の 拡 大 を 図 る こ

と を 目 的 に 、 市 の 企 業 誘 致 対 策 事 業 に よ り 当 該 地 に 誘 致 企 業 工 場 を 建 築

す る た め で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 小 館 地 区

の １ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ９ ９ ㎡ 。 権 利 は 所 有 権 移 転 で ご ざ い

ま す 。 譲 渡 人 は 角 館 町 小 館 地 区 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は 同 じ く 角 館 町 小 館

地 区 の ○ ○ さ ん で す 。 永 年 転 用 で 転 用 目 的 は 自 宅 敷 地 に 駐 車 場 が 無 く 、



隣 接 地 を 駐 車 場 と し て 使 用 す る た め で す 。

議 長 代 理 説 明 が 終 わ り ま し た 。 こ こ で 現 地 確 認 報 告 に 入 り ま す 。 整 理 番 号 １ 番 に

つ い て は １ ８ 番 千 葉 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

18番 千 葉 《 整 理 番 号 １ 番 に つ い て 、 ５ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 代 理 次 に 、 整 理 番 号 ２ 番 に つ い て は ２ ３ 番 佐 藤 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

23番 佐 藤 《 整 理 番 号 １ 番 に つ い て 、 ５ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 代 理 現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 議 案 第 ４ ２ 号 に つ い て ご 意 見 ご 質 問 等 ご

ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 代 理 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ４ ８ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に ご 異 議 ご ざ

い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 代 理 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ４ ８ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に

決 定 し ま す 。 （ ９ 時 ４ ４ 分 ）

議 長 代 理 次 に 、 議 案 第 ４ ９ 号 、 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て を

上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。

高 橋 主 事 議 案 第 ４ ９ 号 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 業 地 利 用 集 積 計 画 に

対 す る 意 見 決 定 に つ い て 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 第 １ ８ 条 の 規 定 に 基

づ き 、 別 紙 の と お り 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 策 定 に つ い て 仙 北 市 長 よ り 諮

問 を 受 け た の で 、 審 議 の う え 意 見 の 決 定 を 求 め る 。 平 成 ２ ６ 年 １ ２ 月 ５

日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。

高 橋 主 事 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 は 所 有 権 移 転 の 案 件 で ご ざ い ま

す 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 角 館 東 前 郷 地 区 １ ６ 筆 と 西 木 町 上 荒 井 地 区 ９ 筆

の 計 ２ ５ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が 合 計 ２ ６ ， ８ ３ ３ ㎡ 。 移 転 す る

の は 角 館 町 川 原 地 区 の ○ ○ さ ん 。 受 け る の が 西 木 町 上 荒 井 地 区 の ○ ○ さ

ん 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り 角 館 東 前 郷 地 区 が

○ ○ 円 、 上 荒 井 地 区 が ○ ○ 円 で 総 額 ○ ○ 円 と な っ て お り ま す 。 資 金 は ス

ー パ ー L資 金 で 対 応 す る 計 画 で ご ざ い ま す 。 続 い て 整 理 番 号 ２ 番 は 所 有 権

移 転 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 神 代 地 区 の 計 ２ 筆 。 登 記

簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が 計 ９ ， １ ３ ０ ㎡ 。 移 転 す る の は 東 京 都 在 住 の ○ ○

さ ん 。 受 け る の が 田 沢 湖 神 代 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。

売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り ○ ○ 円 の 総 額 ○ ○ 円 と な っ て お り ま す 。 資 金 は

自 己 資 金 で 対 応 す る 計 画 で ご ざ い ま す 。 続 い て 整 理 番 号 ３ 番 は 所 有 権 移

転 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 神 代 地 区 ４ 筆 と 角 館 町 鳥 木

沢 地 区 ２ 筆 の 計 ６ 筆 。 田 が ５ 筆 、 畑 が １ 筆 で 面 積 が 計 ８ ， １ ４ ３ ㎡ 。 移

転 す る の は 東 京 都 在 住 の ○ ○ さ ん 。 受 け る の が 角 館 町 金 山 下 地 区 の ○ ○

さ ん 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り ○ ○ 円 の 総 額 ○

○ 円 と な っ て お り ま す 。 資 金 は 自 己 資 金 で 対 応 す る 計 画 で ご ざ い ま す 。

続 き ま し て 整 理 番 号 ４ 番 か ら は 利 用 権 設 定 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 整 理 番

号 ４ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 卒 田 の 計 ２ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が

計 ２ ， ０ ２ ９ ㎡ 。 利 用 権 を 設 定 す る 方 が 田 沢 湖 梅 沢 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利

用 権 の 設 定 を 受 け る 方 が 同 じ く 田 沢 湖 梅 沢 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 目 的 は

田 で 一 反 歩 あ た り ○ ○ 円 。 年 額 ○ ○ 円 で ご ざ い ま す 。 整 理 番 号 ５ 番 。 農

地 の 所 在 が 田 沢 湖 卒 田 地 区 の 計 ３ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が 計 ２ ，

９ ３ ４ ㎡ 。 利 用 権 を 設 定 す る 方 が 田 沢 湖 卒 田 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 権 の

設 定 を 受 け る 方 が 田 沢 湖 梅 沢 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 目 的 は 田 で 一 反 歩 あ

た り ○ ○ 円 。 年 額 ○ ○ 円 で ご ざ い ま す 。 整 理 番 号 ６ 番 。 農 地 の 所 在 が 田

沢 湖 卒 田 地 区 の 計 ２ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が 計 ３ ， ８ ５ ８ １ ㎡ 。



利 用 権 を 設 定 す る 方 が 田 沢 湖 梅 沢 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 権 の 設 定 を 受 け

る 方 が 田 沢 湖 卒 田 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 目 的 は 田 で 一 反 歩 あ た り ○ ○ 円 。

年 額 ○ ○ 円 で ご ざ い ま す 。 整 理 番 号 ７ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 薗 田 地 区

の 計 ３ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が 計 ８ ， ５ ２ １ ㎡ 。 利 用 権 を 設 定 す

る 方 が 角 館 町 薗 田 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 権 の 設 定 を 受 け る 方 が 同 じ く 角

館 町 薗 田 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 目 的 は 田 で 一 反 歩 あ た り ○ ○ 円 。 年 額 ○

○ 円 で ご ざ い ま す 。 整 理 番 号 ８ 番 か ら １ １ 番 は 再 設 定 の 案 件 と な っ て お

り ま す の で 説 明 は 割 愛 さ せ て い た だ き ま す 。 以 上 で す 。

議 長 代 理 説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 代 理 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ４ ９ 号 に つ い て は 、 こ と と お り 策 定 す る こ と

に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 代 理 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ４ ９ 号 に つ い て は 適 正 で あ る と 認

め る こ と に 決 定 し ま す 。 （ ９ 時 ５ ６ 分 ）

議 長 代 理 次 に 、 議 案 第 ５ ０ 号 、 現 況 非 農 地 証 明 願 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て を 上

程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 議 案 第 ５ ０ 号 、 現 況 非 農 地 証 明 願 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て 。 別 紙 の と

お り 、 現 況 非 農 地 証 明 願 の 提 出 が あ っ た の で 、 審 議 の う え 許 可 の 可 否 を

求 め る 。 平 成 ２ ６ 年 １ ２ 月 ５ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。

伊 藤 参 事 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 桧 木 内 地

区 の １ 筆 。 登 記 簿 地 目 が 田 。 現 況 原 野 。 面 積 は ３ ， ９ ３ ５ ㎡ で ご ざ い ま

す 。 申 請 人 は 西 木 町 桧 木 内 地 区 の ○ ○ さ ん 。 非 農 地 の 事 由 は 平 成 １ ５ 年

頃 か ら 原 野 化 と な っ て お り ま す 。 現 況 写 真 で 山 林 原 野 化 し て い る の が 確

認 で き ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 西 明 寺 地 区

の 計 ２ 筆 。 登 記 簿 地 目 田 。 現 況 地 目 原 野 。 面 積 が ３ ０ ４ ㎡ 。 申 請 人 は 西

木 町 西 明 寺 地 区 の ○ ○ さ ん 。 非 農 地 の 事 由 は 昭 和 ５ ４ 年 頃 か ら 原 野 化 と

な っ て お り ま す 。 現 況 写 真 で 山 林 原 野 化 し て い る の が 確 認 で き ま す 。 非

農 地 の 判 断 基 準 と し て そ の 土 地 が 原 野 状 態 の 様 子 を 呈 し て い る な ど 農 地

に 復 元 す る た め の 物 理 的 な 条 件 整 備 が 著 し く 困 難 な 場 合 と い う こ と が 明

記 さ れ て お り ま す の で 今 回 の 事 案 は 戻 す の が 難 し い と 判 断 し 挙 げ て お り

ま す 。 以 上 で す 。

議 長 代 理 説 明 が 終 わ り ま し た 。 現 地 確 認 報 告 を 整 理 番 号 １ 番 に つ い て は １ ５ 番 門

脇 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

15番 門 脇 報 告 し ま す 。 こ の 現 場 は 桧 木 内 の 入 り 口 に な り 峠 の と こ ろ で す 。 つ ま り

山 の 中 で す 。 広 葉 樹 に 囲 ま れ 夏 場 陽 が さ さ す 、 水 も 枯 れ て 土 も 粘 土 質 で

手 を つ け ら れ な い 状 態 で す 。 以 上 で す 。

議 長 代 理 次 に 、 整 理 番 号 ２ 番 に つ い て は ２ ６ 番 沢 山 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

26番 沢 山 報 告 し ま す 。 現 場 の 状 況 は 昭 和 ５ ４ 年 頃 か ら 原 野 状 況 で 農 地 と は 到 底 見

ら れ な い よ う な 状 態 と な っ て る こ と を 確 認 し て ま い り ま し た 。 以 上 で す 。

議 長 代 理 現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 代 理 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ５ ０ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に ご 異 議 ご ざ

い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 代 理 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ５ ０ 号 、 現 況 非 農 地 証 明 願 に 対 す

る 可 否 決 定 に つ い て は 許 可 す る こ と に 決 定 し ま す （ １ ０ 時 ２ 分 ）。

議 長 代 理 予 定 さ れ て い た 議 案 は 終 了 し ま し た 。 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 等 ご ざ い ま



し た ら お 願 い し ま す 。

10番 草 彅 議 長 。

議 長 代 理 農 協 推 薦 委 員 ど う ぞ 。

10番 草 彅 １ １ 月 末 の 理 事 会 に お い て 今 般 の 米 価 下 落 に 伴 う 緊 急 試 験 １ １ 月 末 時

点 で ９ 億 弱 ほ ど に な っ て お り ま す 。 当 お ば こ の 割 り 当 て が ６ 億 で し た が

概 ね １ ０ 億 は 超 え る と 思 わ れ ま す 。 県 と 連 携 を と り ま し て 対 応 し て い く 。

そ の 他 で １ ２ 月 中 予 約 の １ ０ ０ ％ 達 成 に つ い て は １ ０ aあ た り ２ ０ ０ 円 三

者 契 約 に つ き ま し て は ３ ０ ０ 円 を １ ２ 月 中 に は 支 払 い た い と い う 考 え で

す 。 以 上 で す 。

17番 石 郷 岡 議 長 。

議 長 代 理 土 地 改 良 区 推 薦 委 員 ど う ぞ 。

17番 石 郷 岡 先 日 の 推 薦 委 員 を 決 め る た め 会 議 を 行 っ た 結 果 、 神 代 土 地 改 良 区 の 理

事 長 の 大 石 温 基 さ ん が 私 の か わ り に 土 地 改 良 区 推 薦 と し て 来 ら れ ま す 。

以 上 で す 。

《 議 会 と 共 済 の 推 薦 委 員 か ら の 報 告 無 し 》

議 長 お 疲 れ さ ま で し た 。 次 に 、 事 務 局 よ り 協 議 連 絡 事 項 に つ い て お 願 い し ま

す 。

伊 藤 参 事 連 絡 事 項 で ご ざ い ま す 。 委 員 の 皆 様 は 任 期 １ ２ 月 １ ９ 日 と い う こ と で

翌 ２ ０ 日 に 新 し い 委 員 で 初 総 会 を 開 催 す る い う こ と に な り ま す 。 そ こ で

会 長 等 の 選 任 と な り ま す 。 議 会 推 薦 の 委 員 の 方 々 は 辞 令 交 付 を 行 い ま す 。

（ 閉 会 ）

議 長 代 理 以 上 を も ち ま し て 平 成 ２ ６ 年 第 １ ６ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 閉 会 い た

し ま す 。 お 疲 れ 様 で し た （ １ ０ 時 １ ０ 分 ）。

上 記 の と お り 会 議 の 顛 末 を 記 載 し 、 相 違 な い こ と を 認 め 署 名 す る 。

平 成 ２ ６ 年 月 日

議 長

署 名 員 １ ５ 番

署 名 員 １ ６ 番


